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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、英語学習者の作文、発音、読解、聴解において生じた言語データを収集し
た第二言語学習者コーパスを構築した。また、その第二言語学習者コーパスに基づき、英
語学習者の作文、発音、読解、聴解における各言語技能に対する自動評価法を開発した。
さらに、ある英文の各技能における難易度に対する自動評価法も開発した。これらの自動
評価法を検証した結果、複数技能を対象とする第二言語学習者コーパスとその自動評価法
の有効性が示された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The present study constructed a learner corpus by collecting linguistic data 
generated in learners' writing, pronunciation, reading comprehension, and listening 
comprehension. This learner corpus was subsequently used for developing automatic 
evaluation methods for learners' linguistic skills of writing, pronunciation, 
reading comprehension and listening comprehension. In addition, automatic evaluation 
methods were developed to measure the difficulty of sentences for each linguistic 
skill. Experimental results for the validation of these automatic evaluation methods 
showed the efficacy of our learner corpus and automatic evaluation methods for 
multiple linguistic skills. 
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１．研究開始当初の背景 
第二言語研究においては、情報処理技術な

どの向上に伴い、学習者の会話や作文をデー
タベース化したコーパス（以下、学習者コー

パス）が構築され、学習者の言語使用を客観
的に分析することが可能となった（和泉他 
2004、Wen et al. 2008、Granger et al. 2009、
安田他 2009）。既存の学習者コーパスでは会
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話や作文において学習者が生成した文や音
声を収集してきた。これらの学習者コーパス
を用いることにより、学習者の作文や会話に
おいて頻出する誤用を始め、様々な言語的特
徴が明らかにされてきた。また、学習者コー
パスのデータ量が学習者特有の言語的特徴
を統計的に検出可能な量である場合、学習者
コーパスを用いてある言語的特徴を自動的
に抽出する手法の開発が可能となる。さらに、
言語的特徴として誤用のように、学習者の技
能を直接的に示す指標を用いることで、学習
者の技能を自動的に評価する手法（自動評価
法）の開発が可能となる。 
研究開始当時は、作文や会話を対象とする

学習者コーパス研究が多数ある一方、読解や
聴解を対象とする学習者コーパス研究は皆
無に等しく、読解を対象とする学習者コーパ
ス研究として本研究の先行研究がある程度
であった（Kotani et al. 2005）。その後、
Meurers et al. (2010)の読解を扱う研究が
発表されたが、ドイツ語学習者コーパスであ
り、英語学習者コーパスにおける状況は変わ
りないといえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：読解自動評価法 
 
本研究の先行研究において構築された読

解を対象とする学習者コーパス研究の概要
は以下の通りであった。まず、学習者の読解
をテキスト単位よりも細かい文単位で観察
することを可能とするために文単位で読解
時間を計測する読解過程記録システムを構
築した（小谷他 2004）。このシステムを用い
て、英語学習者(102 名)が英文テキスト(66
テキスト)の読解に要した文読解時間を計測
し、各文の言語的特徴を自然言語処理技術に
より抽出した。そして、これらの文読解時間
と言語的特徴を各文に注記することで読解
を対象とする学習者コーパスを構築した。こ
の学習者コーパスを用いて読解自動評価法
(図 1)を開発した。この読解自動評価法にお
いて、学習者の読解能力を推定するための知
識(推定用知識)は、学習者読解コーパスに基
づいて構築されたものである。読解自動評価
法は、学習者が対象テキストを読むのに要す
る読解時間(学習者特徴)を測定すると同時
に、対象テキストの読解における言語的難し

さ(言語的特徴)を自然言語処理技術で抽出
する。そして、学習者がどの程度の難しさの
テキストをどの程度の時間で読んだかとい
うデータと推定用知識を照合して学習者の
読解能力を評価する。 
 
２．研究の目的 
上記の先行研究において課題として明ら

かになったことは、学習者コーパスの対象技
能の拡張や自動評価法の更なる有効性の向
上であった。 
本研究の主たる目的は、既存の読解対象と

する学習者コーパスにおいて収集されたデ
ータを検証し改良を行うこと、改良された学
習者コーパスを用いて自動評価法を構築す
ることであった。 
具体的な目的として、次の三点が挙げられ

る。 
 

(1) 学習者コーパスの対象技能の拡張 
(2) 収集するデータの改良 
(3) 自動評価法の改良 

 
まず、学習者コーパスとして収集すべき技

能の拡張としては、既存の学習者コーパスで
は対象とされてこなかった聴解を対象とす
ることに加え、作文と読解のように複数の言
語技能を対象とする必要性がある。対象とな
る言語技能は、作文、発音、読解、聴解の四
技能である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：言語技能自動評価法 
 
次に、学習者コーパスとして収集すべきデ

ータを検証すると、既存の読解を対象とする
学習者コーパスでは文単位で収集されるデ
ータは読解時間であったが、聴解を観察する
データとして聴解時間を利用することが不
可能であるため、時間以外の要素を収集する
ことが改良点として挙げられる。また、複数
の領域における言語技能を対象とすること
から、収集するデータは聴解においてのみ収
集可能ではなく、汎用的に収集可能であるこ
とが要件となる。各技能において収集される
データは言語使用を通じて学習者が生成す
る文（作文）、音声(発音)、理解度（読解、
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聴解）といった結果データに加え、これらの
言語使用の過程を示す速度（作文、発音、読
解）と主観評価（作文、発音、聴解、読解）
といった過程データも加えられる。 
そして、新たに構築された学習者コーパス

に基づいて、複数の言語技能の観点から学習
者の言語技能を評価する自動評価法を開発
する必要性がある（図 2）。また、自動評価法
として、言語技能以外にある文の難易度を多
角的に評価する自動評価法を開発する必要
性もある。 

 
３．研究の方法 
本研究は、まず学習者コーパスの対象技能

の拡張を検討し、収集するデータの改良を図
り、学習者コーパスを構築した。次に、構築
された学習者コーパスに基づき自動評価法
を開発した。 
本研究の学習者コーパスの主たる目的は、

学習者の複数の技能を対象としたデータを
収集することで、ある学習者の言語使用を形
態論、統語論、音韻論、音声学、意味論、語
用論といった一般的な言語学の分析を用い
て多角的に分析することにあった。そこで、
これらの分析が可能となるような次の 5種類
の言語使用を課題として設定した。 

 
(1) 簡単な質問に対する回答としての作文 
(2) 一連のイベントの描写における作文 
(3) 新聞記事の黙読による読解 
(4) 新聞記事の聴き取りによる聴解 
(5) 新聞記事の音読による発音 

 
各課題における言語使用は、作文、読解、

聴解、発音の技能を対象とし、以下の分析が
可能となる。(1)において学習者が生成した
作文を対象に、語彙規則や文法規則に従って
適切に文を生成出来ているかと言った形態
論・統語論的分析が可能となる。 

(2)において生成された作文を対象とする
場合、形態論・統語論的分析はもちろん、代
名詞や文脈に応じて適切に文を生成出来て
いるかと言った意味論・語用論的分析も可能
となる。 

(3)において学習者が読んだ文とその理解
を対象に、学習者が読解対象の文の品詞や統
語構造を適切に解析できているかといった
形態論・統語論的分析に加え、文脈や状況も
踏まえて適切に理解できているかと言った
意味論・語用論的分析も可能となる。 

(4)においては、学習者が聞いた文とその
理解を対象に、読解と同様の形態論・統語論
的分析と意味論・語用論的分析に加え、音素
や音韻パターンを適切に聴き取れているか
と言った音韻論・音声学的分析も可能となる。 

(5)においては、学習者が発した文とその
音声を対象に、学習者が適切に音素や音韻パ

ターンを再生できるかと言った音韻論・音声
学的分析が可能となる。本研究では、音韻
論・音声学に特化するため、音読対象の英文
は(3)の課題として事前に読解を行った文を
用いた。 
本研究はこの学習者コーパスに基づき、学

習者の技能、及び英文の難易度を対象として
自動評価法を開発した。自動評価法の開発に
おいて、学習者コーパスの言語データ、その
言語データの分析結果、学習者の特徴を素性
として重回帰分析や機械学習法といった統
計的手法を用いた。評価対象は、技能の場合
は学習者であり、難易度の場合は文とテキス
トの二種類であった。 
 
４．研究成果 

3 節で述べた課題を大学生以上の日本語を
母語とする英語学習者 90 人に課し、データ
収集を行った。学習者の平均年齢は 21.5 歳
（標準偏差：2.6,19-40 歳）であり、平均学
習歴は 123.2 ヶ月（標準偏差：36.8，53-243
ヶ月）であった。学習者は一般的な英語テス
トとして知られるTOEIC（Test of English for 
International Communications）のスコアに
応じて初級（280-495 点）・中級（500-735 点）・
上級（740-985 点）に三区分された。学習者
の平均 TOEIC スコアは 633.8 点（標準偏
差:198.3，280-985 点）であった。また、参
照データとして英語母語話者 30 名からもデ
ータを収集した。今後の課題として、学習者
や母語話者の規模の拡充が挙げられる。 
表 1 に各課題（1：簡単な質問に対する回

答としての作文、2：一連のイベントの描写
における作文、3：読解、4：聴解、5：発音）
において得られたデータの文数と単語数、及
びデータの要素が示されている。この学習者
コーパスは言語資源協会を通じて配布を行
う予定である。 

 

 1 2 3 4 5 

文 2,166 1,841 80 80 80 

単語 14,562 14,663 1,389 1,407 1,389 

時間 ✔ ✔ ✔  ✔ 

主 観

評価 

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ 

理 解

度 

  ✔ ✔  

表１：学習者コーパスデータ 
 
学習者に課題として与えた英文データと

学習者が生成した作文データに対して形態
論・統語論的分析を行い、品詞情報や文法情
報を追記した。また、作文データに対しては
語彙や文法の誤りを示す形態論・統語論的分
析と状況や文脈との齟齬を示す意味論・語用
論的分析を行った。今後の課題として、発音
データに対する音韻論・音声学的分析が挙げ



 

 

られる。 
本研究により開発された主たる自動評価

法は以下の四点である。まず、TOEIC スコア
による自動評価法。この評価法は学習者コー
パスにおける全てのデータを基に学習者の
総合的な英語運用能力を推定できる。 
次に、各学習者の作文評価スコアによる自

動評価法。この評価法は作文課題におけるデ
ータに基づき学習者の作文能力を推定でき
る。 
そして、各テキスト、あるいは各文の読解

難易度、いわゆるリーダビリティの自動評価
法。この評価法は読解課題におけるデータに
基づき学習者にとっての読解難易度を推定
できる。 
最後に、各テキスト、あるいは各文の聴解

難易度を対象とする自動評価法。この評価法
は聴解課題におけるデータに基づき学習者
にとっての聴解難易度を推定できる。 
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